
2022年7月発行

日立HPLCシステム

対象期間：2022年7月1日〜2023年3月31日 受注分まで

¥9,419,300
特別価格

Chromaster × ED743
セット売りキャンペーン

電気化学検出器

電気化学検出器 ED743

この度、日立HPLCシステム Chromasterと電気化学検出器 ED743のセット品を
特別価格でご提供するキャンペーンを実施します。

高速液体クロマトグラフ（HPLC）は、医薬、食品、化学、環境など、幅広い分野で活用されており、
数ある分析装置の中でも身近な存在となっています。
Chromasterは、”分析の信頼性”と”分析効率”を向上するために開発されたHPLCシステムです。
また、ED743は作用電極の選択により様々な成分の分析に合わせ選択的に測定が可能です。

この機会に是非、お買い求めください。

高速液体クロマトグラフ Chromaster
(写真はDADシステム。組み合わせはご相談ください。）

システム例：糖分析システム（目的成分により電極を選択）
日立Chromaster HPLC+ ED743(金電極) + データ処理ソフトウェア+糖分析用カラム

※目的成分に合わせ電極の変更やその他の検出器（ダイオードアレイ検出器など）との組み合わせもございます。
組み合わせ詳細についてはお問い合わせください。



電気化学検出器 ED743

電気化学検出器は電気化学的に反応（酸化・還元）しやすい
化合物に対して高感度かつ高選択的な検出器です。
UV検出器よりも10〜100倍程度、高感度に検出可能です。

本カタログの内容は、2022年6月時点のものです。
AA7090-20220704PDF

作用電極の選択により様々な成分の分析に対応可能

糖類は二重結合やベンゼン環などを持たないため、
UV検出器や蛍光検出器を使用する場合には、誘導体化
を行わなければなりません。
それに対して電気化学検出器では、金電極表面で糖類
が酸化する時に生じる電流をモニタリングすることで
検出を行うので、誘導体化を行わずに糖類を検出する
ことができます。
さらに、同じく誘導体化が不要な示差屈折率検出器よ
りも3桁ほど高感度なので、電気化学検出器は糖分析
において非常に優れた検出器です。

標準液測定例
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使用する検出器

電気化学検出器（ECD）
蛍光検出器（FL, ポストカラム誘導体化）
示差屈折率検出器（RI）
蒸発光散乱検出器（ELSD）

検出感度の目安

10 ng 程度
10 ng 程度
10 µg 程度
1 µg 程度

備考

耐アルカリに問題がなければ通常のシステムでOK 
誘導体化用にポンプと反応ユニットが追加で必要
グラジエント溶出は不可
不揮発性の溶離液は使用不可、検量線が曲線となる

金電極を用いて糖類の高感度分析


